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ご
復
活
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ッ
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え
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世
界
平
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記
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聖
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関
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四
面

災
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ポ
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セ
ン
タ
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五
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地
区
・
海
峡
か
ら
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風
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六
・
七
面

青
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年
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ひ
と
粒	

八
面

「
仕
え
る
使
命
」

「
教
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
三
年
目

広
島
教
区
長　

ア
レ
キ
シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

教
区
本
部
事
務
局	

服
部
大
介
　
神
父

平
和
の
使
徒
推
進
本
部	

野
中
　
泉
　
神
父

広
島
司
教
館	

豊
田
尚
臣
　
神
父		

	

斎
藤
眞
仁
　
神
父

広
島
地
区	

 （
地
区
長
）
荻
喜
代
治
　
神
父

山
口
島
根
地
区	

（
地
区
長
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

岡
山
鳥
取
地
区	

（
地
区
長
）
山
口
道
晴
　
神
父

幟
町
協
働
体
（
幟
町
・
東
広
島
・
翠
町
・
呉
）

	

（
幟
町
主
任
）
荻
喜
代
治
　
神
父

	

（
幟
町
助
任
）
バ
ー
ト
　
　
神
父

	

（
東
広
島
主
任
）
ト
ゥ
ア
ン
　
神
父

	

（
翠
町
主
任
）
ア
ル
ベ
ル
ト
神
父

	

（
呉
主
任
）
深
堀
升
治
　
神
父

西
広
島
協
働
体
（
観
音
町
・
三
篠
・
廿
日
市
）

	

（
観
音
町
主
任
）
野
中
　
泉
　
神
父

	

（
観
音
町
在
）
リ
カ
ル
ド
　
神
父

（
三
篠
教
会
）
服
部
大
介
　
神
父

	

（
廿
日
市
主
任
）
金キ
ム

　
楹ヨ
ン
ス洙

　
神
父

祇
園
協
働
体
（
祇
園
・
可
部
・
三
次
・
向
原
）

	

（
祇
園
・
可
部
主
任
）
清
水
　
弘
　
神
父

（
祇
園
・
可
部
助
任
）
高
山
　
親
　
神
父

	

（
三
次
主
任
）
金キ
ム

　
起キ
フ
ァ
ン煥

　
神
父

（
向
原
兼
務
）
ト
ゥ
ア
ン
　
神
父

備
後
協
働
体
（
三
原
・
尾
道
・
福
山
）

	

（
三
原
主
任
）
西
江
和
司
　
神
父

	

（
尾
道
・
福
山
主
任
）
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

	

（
尾
道
・
福
山
助
任
）
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

山
口
協
働
体
（
山
口
・
地
福
・
防
府
・
萩
）

	

（
山
口
・
地
福
主
任
）
百
瀬
文
晃
　
神
父

	

（
山
口
助
任
）
カ
ン
ガ
ス
　
神
父

	

（
山
口
協
力
）
桜
井
彦
孝
　
神
父

	

（
防
府
主
任
）
朴パ
ク

　
孝ヒ
ョ
ジ
ン鎭

　
神
父

	

（
萩
主
任
）
恩
地
　
誠
　
神
父

下
関
協
働
体
（
細
江
・
彦
島
・
長
府
）

	

（
細
江
・
彦
島
主
任
）
作
道
宗
三
　
神
父

	

（
細
江
・
彦
島
助
任
）
デ
ィ
ン
　
　
神
父

	

（
長
府
主
任
）
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

	

（
所
長
）
中
井
　
淳
　
神
父

	

（
協
力
）
林
　
尚
志
　
神
父

宇
部
・
小
野
田
協
働
体
（
宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
）

	

（
主
任
）
片
柳
弘
史
　
神
父

	

（
協
力
）
三
喜
田
虎
太
神
父

	

（
協
力
）
オ
レ
ギ
　
　
神
父

	

（
協
力
）
西
山
和
男
　
神
父

岩
徳
協
働
体
（
岩
国
・
光
・
柳
井
・
徳
山
・
下
松
）

	

（
岩
国
主
任
）
福
田
誠
二
　
神
父

	

（
光
・
柳
井
主
任
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

	

（
徳
山
主
任
）
柴
田
　
潔
　
神
父

	

（
下
松
主
任
）
原
田
豊
己
　
神
父

伯
雲
協
働
体
（
松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境
港
）

	

（
松
江
主
任
）
後
藤
正
史
　
神
父

	

（
出
雲
主
任
）
金キ
ム

　
起キ
フ
ァ
ン煥

　
神
父

	

（
米
子
・
境
港
主
任
）
尹ユ
ン

　
兌テ
ヨ
ン榮

　
神
父

石
見
協
働
体
（
津
和
野
・
益
田
・
浜
田
）

	
（
津
和
野
・
益
田
・
浜
田
主
任
）
山
根
敏
身
　
神
父

	
（
津
和
野
・
益
田
・
浜
田
助
任
）
大
西
勇
史
　
神
父

岡
山
協
働
体
（
岡
山
・
岡
山
南
・
西
大
寺
・
ロ
ザ
リ

　
　
　
　
　
　
オ
・
玉
野
・
津
山
）

	

（
岡
山
・
岡
山
南
主
任
）
瀧
井
英
昭
　
神
父

	

（
岡
山
・
岡
山
南
助
任
）
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
神
父

（
日
本
語
研
修
）
ジ
ョ
ン
　
神
父

	

（
玉
野
主
任
）
猪
口
大
記
　
神
父

	

（
津
山
主
任
）
金キ
ム

　
洪ホ
ン
ソ
ク錫

　
神
父

倉
敷
協
働
体
（
笠
岡
・
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
）

	

（
笠
岡
主
任
）
ブ
ル
ニ
　
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
主
任
）
ア
ン
リ
　
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
助
任
）
ロ
　
イ
　
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
助
任
）
レ
イ
モ
ン
ド
神
父

鳥
取
協
働
体
（
鳥
取
・
倉
吉
）

	

（
鳥
取
主
任
）
山
口
道
晴
　
神
父

	

（
倉
吉
主
任
）
野
嵜
一
夫
　
神
父

イ
エ
ズ
ス
会
　
庚
午
修
道
院	

塚
田
健
統
　
神
父

	

高
山
　
親
　
神
父

	

ロ
サ
ド
　
修
道
士

イ
エ
ズ
ス
会
　
長
束
修
道
院	

塩
谷
惠
策
　
神
父

	

ヴ
ェ
ー
マ
イ
ヤ
ー
神
父

	

曽
根
忠
明
　
神
父

	

裏
辻
洋
二
　
神
父

	

ア
レ
ッ
ク
ス
神
父

	

河
村
剛
　
修
道
士

	

薬み
な
い袋
勝か
つ
ひ
と士
修
道
士

愛
徳
修
道
士
会	

ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

	

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

	

牧
田
真
一
修
道
士

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
広
島
教
区
長
　
白
浜
　
満
　
司
教

司
教
総
代
理
　
荻
喜
代
治
　
神
父

　

主
の
復
活
の
神
秘
が
、
皆
さ

ん
の
心
を
喜
び
で
満
た
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
新
年
度

を
迎
え
た
広
島
教
区
の
皆
さ
ん

の
上
に
、
神
様
の
豊
か
な
祝
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

教
会
の
三
重
の
使
命

　

主
の
復
活
の
喜
び
の
う
ち

に
、
わ
た
し
た
ち
の
新
し
い

年
度
の
歩
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
広
島
教
区
に
お
い
て
、

二
〇
一
九
年
度
は
「
教
会
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
ま
と
め
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
委
託
さ

れ
た
、
①
人
々
の
救
い
を
祈
る

使
命
（
祭
司
職
）
、
②
福
音
を

伝
え
る
使
命
（
預
言
職
）
、
③

隣
人
に
仕
え
る
使
命
（
王
職
）

と
い
う
、
三
重
の
使
命
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
使
命

を
よ
り
よ
く
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
教
会
の
あ
り
方
を
今
後
も

模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

「
喜
び
」
と
い
う
尺
度

　

と
こ
ろ
で
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
「
喜
び
が
な
け
れ

ば
、
だ
れ
の
心
も
引
き
寄
せ
ら

れ
な
い
」
（
二
〇
一
七
年
九
月

七
日
ボ
ゴ
タ
に
て
）
と
訴
え
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
、

三
つ
の
使
命
を
よ

り
よ
く
果
た
す
教

会
と
し
て
刷
新
さ

れ
て
い
く
た
め
に

も
、
「
福
音
の
喜

び
」
を
噛
み
し

め
、
そ
の
喜
び
に

生
き
る
こ
と
を
、

世界平和記念聖堂の桜
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東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
問

～
満
天
の
星
空
の
も
と
で
～

　

二
〇
〇
二
年
に
独
立
し
た
東

テ
ィ
モ
ー
ル
。
殺
戮
や
飢
餓
な
ど

悲
惨
な
歴
史
が
あ
り
、
独
立
後
も

し
ば
ら
く
混
乱
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
二
〇
一
五
年
七
月
、
私
は
数

日
間
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
滞
在
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
「
い
つ
か
学
生

に
よ
る
演
奏
会
を
し
よ
う
」
と
心

に
誓
い
帰
国
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
念
願
が
か
な
い
、
二
月

二
十
一
日
（
木
）
か
ら
二
十
八
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
学
生
六
人

（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
二

人
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク

ス
）
と
イ
エ
ズ
ス
会
ア
ン
ト
神
父

様
と
梶
山
義
夫
神
父
様
、
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
職
員
荒
谷

さ
ん
と
私
と
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を

訪
問
し
、
「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
浦
善

孝
神
父
様
と
本
学
大
学
院
修
了
生

サ
ビ
オ
君
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
学
院
中
高
等
学

校
、
聖
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ブ
リ

ト
ー
教
育
大
学
、
リ
キ
サ
市
聖

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ブ
リ
ト
ー
教

会
、
デ
ィ
リ
市
オ
リ
エ
ン
タ
ル
協

会
ホ
ー
ル
に
お
い
て
演
奏
を
行
い

ま
し
た
。
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
学
院
と

リ
キ
サ
の
教
会
で
は
、
ミ
サ
中
の

演
奏
奉
仕
も
行
い
ま
し
た
。

　

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
聖

堂
内
で
住
民
の
虐
殺
が
あ
っ
た
リ

キ
サ
の
教
会
前
広
場
、
満
天
の
星

空
の
も
と
で
の
演
奏
会
で
し
た
。

は
じ
め
は
数
十
名
し
か
聴
衆
が
い

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
学
生
の
演
奏

が
進
む
に
つ
れ
て
、
初
め
て
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
引
き
寄
せ
ら
れ

た
の
か
百
名
を
遥
か
に
超
え
る

方
々
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
親
子
や

子
ど
も
も
沢
山
来
て
、
私
た
ち
の

音
楽
に
心
地
よ
く
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
学

院
の
生
徒
た
ち
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
生
演
奏
に
感
動
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

終
戦
後
、
私
た
ち
は
数
多
く
の

海
外
か
ら
の
宣
教
師
に
よ
り
教
育

環
境
が
整
え
ら
れ
、
教
育
水
準
が

高
め
ら
れ
ま
し
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ト

音
楽
大
学
も
同
様
で
す
。
今
度
は

そ
の
ご
恩
の
お
返
し
を
す
る
番
だ

と
思
い
ま
す
。
学
生
達
が
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
世
界
の
人
々
に

奉
仕
す
る
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学　

理
事

長
・
学
長　

川
野　

祐
二
）

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

振
り
返
り
の
尺
度
と
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
が
公
布
さ
れ
た
三
つ
の
使

徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜
び
』

（
二
〇
一
三
年
）
、
『
愛
の
よ

ろ
こ
び
』
（
二
〇
一
六
年
）
、

『
喜
び
に
喜
べ
（
現
代
世
界
に

お
け
る
霊
性
）
』
（
二
〇
一
八

年
）
の
中
で
も
、
そ
の
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
喜
び
の
福
音
」

　

わ
た
し
た
ち
の
教
会
の
中
に

は
「
喜
び
」
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
復
活
節
に
あ
た
り
、
聖
パ

ウ
ロ
の
「
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ

の
手
紙
」
の
言
葉
を
、
改
め
て

心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
わ
た
し
た
ち
の
本
国
は
天

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
救
い
主
と

し
て
来
ら
れ
る
の
を
わ
た
し
た

ち
は
待
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
は
、
…
わ
た
し
た
ち
の
卑
し

い
体
を
、
御
自
分
の
栄
光
あ
る

体
と
同
じ
形
に
変
え
て
く
だ
さ

る
の
で
す
。
…
主
に
お
い
て

常
に
喜
び
な
さ
い
。
重
ね
て

言
い
ま
す
。
喜
び
な
さ
い
。
あ

な
た
が
た
の
広
い
心
が
す
べ
て

の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
し
な

さ
い
。
主
は
す
ぐ
近
く
に
お
ら

れ
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
思

い
煩
う
の
は
や
め
な
さ
い
。
何

事
に
つ
け
、
感
謝
を
込
め
て
祈

り
と
願
い
を
さ
さ
げ
、
求
め
て

い
る
も
の
を
神
に
打
ち
明
け
な

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
人
知
を
超
え
る
神
の
平
和

が
、
あ
な
た
が
た
の
心
と
考

え
と
を
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ

ス
に
よ
っ
て
ま
も
る
で
し
ょ

う
」
（
フ
ィ
リ
ピ
三
・
二
〇
～

二
一
、
四
・
四
～
七
）

　

「
教
会
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

三
年
目
を
過
ご
し
て
い
く
わ
た

し
た
ち
は
、
こ
の
み
こ
と
ば
を

振
り
返
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

復
活
し
て
す
ぐ
近
く
で
働
い

て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
と
と
も

に
生
き
る
喜
び
を
噛
み
し
め
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
人
々
の
幸
せ
（
喜
び
）

を
祈
り
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
が
も

た
ら
さ
れ
た
喜
び
の
福
音
を
の

べ
伝
え
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に

言
葉
だ
け
で
は
な
く
行
為
を

も
っ
て
人
々
に
奉
仕
し
、
神
の

愛
の
よ
ろ
こ
び
を
証
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

「
福
音
宣
教
の
た
め
の
特
別
月

間
」
へ
向
け
て

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
今
年

の
十
月
を
、
「
諸
国
民
へ
の
宣

教
」
を
促
す
た
め
の
特
別
月
間

に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
。

日
本
の
司
教
団
が
公
表
し
た
呼

び
か
け
も
「
と
も
に
喜
び
を

も
っ
て
福
音
を
伝
え
る
教
会

へ
」
向
か
っ
て
内
的
刷
新
を
求

め
て
い
ま
す
。
広
島
教
区
で

は
、
十
月
二
十
日
（
「
世
界
宣

教
の
日
」
）
に
、
各
小
教
区
で

一
斉
に
「
福
音
宣
教
の
た
め
の

特
別
月
間
の
ミ
サ
」
を
さ
さ

げ
、
教
会
が
喜
び
を
も
っ
て

「
諸
国
民
へ
の
宣
教
」
の
使
命

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
祈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
こ
の
「
福
音
宣
教

の
た
め
の
特
別
月
間
の
ミ
サ
」

の
中
で
、
来
年
の
十
一
月
二
三

日
に
「
教
区
代
表
者
会
議
」
を

開
催
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
一

年
間
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
教

区
創
立
一
〇
〇
周
年
の
あ
り

教皇フランシスコ
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方
、
ま
た
、
そ
の
後
の
教
区
の

方
向
性
・
優
先
課
題
な
ど
を
一

緒
に
考
え
、
「
と
も
に
喜
び
を

も
っ
て
福
音
を
伝
え
る
教
会
」

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
具
体
的
に
示
さ
れ
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
、
と

も
に
準
備
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

教
皇
来
日
の
た
め
に

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ご
自
身

が
今
年
の
十
一
月
（
下
旬
）
に

来
日
の
意
向
を
示
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
の
小
さ
な
教
会
を
鼓

舞
し
、
世
界
平
和
に
向
け
た
取

り
組
み
を
促
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
霊
的
な

準
備
と
し
て
、
教
皇
来
日
の
安

全
と
豊
か
な
実
り
、
ま
た
世
界

平
和
の
た
め
に
、
五
月
（
聖

母
月
）
～
十
月
（
ロ
ザ
リ
オ
の

月
）
の
半
年
間
、
霊
的
な
花
束

を
さ
さ
げ
て
行
く
呼
び
か
け

が
、
「
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
」
の
方
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
時
点

で
は
、
ま
だ
広
島
へ
来
て
く
だ

さ
る
か
ど
う
か
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
た
ち
は
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
来
日
を

霊
的
準
備
に
よ
っ
て
支
え
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

津
和
野
「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
で

列
聖
調
査
開
始
が
宣
言
さ
れ
ま
す

「乙女峠まつり」のポスター

【
趣
旨
】

　

長
崎
に
お
け
る
信
徒
発
見

（
一
八
六
五
年
）
後
に
、｢

浦

上
四
番
崩
れ｣

（
一
八
六
七

年
）
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
弾
圧
が
起
こ
り
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
迫
害
は
明
治
政
府
に
引
き

継
が
れ
、
約
三
千
三
百
名
の
浦

上
の
信
徒
た
ち
が
捕
縛
さ
れ

て
、
明
治
初
期
に
西
日
本
の

二
十
藩
（
二
十
二
カ
所
）
に
流

配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
禁
令
の
高
札
が
廃
止

（
一
八
七
三
年
）
さ
れ
て
、
浦

上
に
帰
還
す
る
ま
で
の
間
に
、

信
仰
を
証
し
し
て
い
の
ち
を
さ

さ
げ
た
方
々
が
い
ま
し
た
。
日

本
の
社
会
に
信
教
の
自
由
を
も

た
ら
す
「
一
粒
の
麦
」
と
な
っ

た
こ
れ
ら
の
証
し
人
た
ち
を
教

会
の
公
的
な
記
念
と
し
た
い
と

い
う
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
の

生
き
方
を
顕
彰
し
、
信
教
の
自

由
の
精
神
を
近
隣
諸
国
に
広
げ

て
い
く
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁

令
の
高
札
が
廃
止
（
一
八
七
三

年
）
さ
れ
て
百
五
十
年
目
と
な

る
二
〇
二
三
年
は
一
つ
の
節
目

に
な
り
ま
す
。

【
列
聖
調
査
開
始
】

　

広
島
司
教
区
は
、
日
本
司
教

協
議
会
の
同
意
と
教
皇
庁
列
聖

省
の
承
認
（
二
〇
一
九
年
二
月

五
日
）
を
受
け
て
、
こ
の
四
月

に
は
「
津
和
野
の
証
し
人
列
聖

調
査
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、

流
配
さ
れ
た
浦
上
の
信
徒
た
ち

の
代
表
（
象
徴
）
と
し
て
、
ま

ず
津
和
野
の
証
し
人
三
十
七
名

の
列
福
（
列
聖
に
向
か
う
第
一

段
階
）
の
た
め
の
公
式
な
調
査

を
開
始
す
る
運
び
に
な
り
ま
し

た
。
下
記
の
通
り
、
来
た
る

五
月
三
日 

（
金
） 

に
開
催
さ

れ
る
津
和
野
の｢

乙
女
峠
ま
つ

り｣
の
中
で
、
前
田
万
葉
枢
機

卿
司
式
に
よ
っ
て
「
列
聖
調
査

開
始
宣
言
ミ
サ
」
を
さ
さ
げ
ま

す
。

【
ご
支
援
の
お
願
い
】

　

津
和
野
の
証
し
人
の
公
式
な

調
査
の
た
め
に
有
用
と
思
わ

れ
る
資
料 

（
関
係
す
る
書
簡

類
、
日
記
、
メ
モ
、
書
籍
等
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
広
島
教
区

事
務
局
（TEL 082

・221

・

6017

）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、

こ
の
列
聖
調
査
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
広
島
教
区
は
「
明
治

初
期
・
津
和
野
の
証
し
人　

列

聖
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

て
加
入
者
（
法
人
会
員
・
個
人

会
員
）
を
募
り
、
祈
り
や
献
金

（
一
年
に
一
度
）
等
に
よ
る
組

織
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
こ
の
推
進
協
議
会
へ

の
加
入
を
ご
希
望
の
方
も
、
広

島
教
区
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
案
内
の
資
料
を

お
送
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
随

時
に
自
由
な
形
で
の
ご
支
援
を

お
願
い
す
る
た
め
に
、
後
日
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

今
後
の
列
福
・
列
聖
に
向
け
た

調
査
の
た
め
の
募
金
を
呼
び
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
を
ご
希
望

の
方
も
広
島
教
区
事
務
局
へ
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
列
聖
運
動

の
た
め
に
、
皆
様
の
お
祈
り
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
教
区
列
聖

委
員
会
委
員
長　

白
浜
満
司

教
）

【
「
乙
女
峠
の
証
し
人
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し

た
】

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
乙
女
峠

の
証
し
人
」
で
検
索
す
る

と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://tsuw
ano.catholic.

hiroshim
a.jp/
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◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
六
十
周
年
◆

《
援
助
修
道
会
》
楠
木
修
道
院

　

Sr.
住
田　

絹
江　

一
九
五
九
年　

二
月
二
日 　
　
　

初
誓
願

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》
福
山
修
道
院

　

Sr.
上
田　

靖
子　

一
九
五
八
年　

九
月
二
十
九
日 　

志
願
日

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》
長
府
修
道
院

　

Sr.
森
田　

令
子　

一
九
五
九
年　

五
月
八
日 　
　
　

志
願
日

◆
金
祝
五
十
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

　

Fr.
林　

尚
志　

一
九
六
九
年　
　

三
月
十
五
日　
　

叙
階

《
福
音
の
光
修
道
会
》
広
島
修
道
院

　

Sr.
田
口　

水
子　

一
九
六
九
年
十
一
月
二
十
三
日　

初
誓
願

　

Sr.
岩
元
喜
和
子　

一
九
六
九
年　

八
月
十
五
日　
　

初
誓
願

　

Sr.
川
岡　

俊
子　

一
九
六
九
年　

四
月
十
三
日　
　

初
誓
願

《
純
心
聖
母
会
》
広
島
修
道
院

　

Sr.
松
尾
ト
シ
子　

一
九
六
九
年　

八
月
二
十
八
日　

初
誓
願　

◆
銀
祝
二
十
五
周
年
◆

《
広
島
教
区
》
岩
国
教
会

　

Fr.
福
田　

誠
二　

一
九
九
四
年　

三
月
十
日 　
　
　

叙
階

重
要
文
化
財　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

蘇
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座

口座名義：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入
してください。

　

司
教
座
聖
堂
「
世
界
平
和
記

念
聖
堂
」
の
保
存
修
理
事
業

は
、
三
月
末
ま
で
に
鐘
塔
の
耐

震
工
事
な
ど
主
要
な
工
事
が
終

了
し
た
。
老
朽
化
し
た
重
油
ボ

イ
ラ
ー
の
暖
房
設
備
を
廃
止

し
、
側
廊
に
冷
暖
房
設
備
を
新

た
に
設
置
し
た
。
八
月
の
平
和

行
事
の
暑
さ
対
策
と
し
て
期
待

さ
れ
る
。
今
後
、
内
装
の
修
復

工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
玄
関

ピ
ロ
テ
ィ
ー
や
池
廻
り
の
補
修

及
び
修
景
工
事
、
聖
堂
周
辺
の

雨
水
排
水
工
事
な
ど
が
八
月
末

ま
で
続
く
。

　

側
廊
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

テ
ー
マ
は
「
ロ
ザ
リ

オ
の
祈
り
」
で
あ

る
。
記
念
聖
堂
が

「
被
昇
天
の
聖
母
」

を
守
護
聖
人
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
聖
母
巡
礼
地
の
あ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

修
復
工
事
も
完
了
し
た
。
破
損

し
た
ガ
ラ
ス
や
劣
化
し
た
鉛
の

フ
レ
ー
ム
の
取
り
替
え
、
消
え

か
か
っ
て
い
た
焼
付
け
ガ
ラ
ス

の
絵
の
復
元
な
ど
専
門
家
の
手

に
よ
り
見
事
に
復
元
さ
れ
た
。

同
時
に
地
震
の
時
の
ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
対
策
も
施
し
た
。

　

一
九
八
一
年
こ
の
聖
堂
に
来

ら
れ
た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
は
、
「
ロ
ザ
リ
オ
は
平
和

を
築
く
道
具
」
で
あ
る
と
常
々

話
さ
れ
、
生
涯
を
通
し
て
祈
ら

れ
て
い
た
。
「
私
た
ち
は
緊
張

と
白
熱
に
満
ち
た
国
際
情
勢
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

目
に
す
る
の
は
、
心
に
深
い
怒

り
が
残
っ
て
い
て
、
新
た
に
心

か
ら
の
対
話
を
す
る
こ
と
な
ど

出
来
な
い
時
に
は
、
政
治
的
な

試
み
は
何
の
力
も
持
た
な
い
こ

と
で
す
。
い
ま
だ
か
っ
て
な

か
っ
た
ほ
ど
に
、
世
界
中
で
神

に
向
か
っ
て
平
和
へ
の
祈
り
を

さ
さ
げ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
見
地
か

ら
、
ロ
ザ
リ
オ
が
特
に
適
切
な

祈
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
す
。
ロ
ザ
リ
オ
は
平
和
を

築
く
祈
り
で
す
。
そ
れ
は
ま

た
、
神
の
恵
み
を
願
い
な
が

ら
、
祈
る
人
の
う
ち
に
良
い
種

を
蒔
き
、
個
人
や
共
同
体
の
生

活
に
正
義
と
連
帯
の
実
り
が
期

待
で
き
る
の
で
す
。
私
の
思
い

は
世
界
の
国
々
に
、
そ
し
て
ま

た
家
庭
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
聖
な
る
ロ
ザ
リ
オ
が
唱

え
ら
れ
れ
ば
、
家
庭
か
ら
始

ま
っ
て
、
世
界
の
平
和
が
ど
ん

な
に
か
確
か
な
も
の
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
」

　

記
念
聖
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
「
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
」
は
、

こ
の
よ
う
な
「
平
和
を
築
く
祈

り
」
で
あ
る
。
私
た
ち
も
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
前
に
佇
み
、
そ

の
絵
の
中
に
あ
る
事
柄
に
想
い

を
馳
せ
、
記
念
聖
堂
が
広
島
に

あ
る
こ
と
の
役
割
を
学
び
、
聖

堂
を
訪
れ
る
多
く
の
巡
礼
者
や

市
民
に
「
教
会
の
平
和
」
が
伝

え
ら
れ
る
よ
う
聖
堂
を
活
か
し

て
行
き
た
い
。

ステンドグラス　↓下：修復後　↑上：修復前

左にある大天使ミカエルの顔が修復された
全体的に色が鮮やかになっている

二
〇
一
九
年

司
祭
・
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
祝
・
銀
祝
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滞
日
外
国
人
の
隣
人
と
な
る

防
府
教
会　

藤
本
忠
文

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

二
月
二
十
四
日
、
防
府
教
会
で
「
開

か
れ
た
教
会
へ
～
滞
日
外
国
人
の
隣
人

と
な
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
二
人
の

講
師
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
大

阪
教
区
シ
ナ
ピ
ス
事
務
局
の
ビ
ス
カ
ル

ド
篤
子
さ
ん
と
長
崎
教
会
管
区
の
岩
本

光
弘
さ
ん
で
す
。
ビ
ス
カ
ル
ド
さ
ん
の

話
は
、
少
し
関
西
弁
な
ま
り
の
柔
ら
か

い
言
葉
で
す
が
、
滞
日
外
国
人
の
問
題

処
理
の
実
例
を
多
々
あ
げ
ら
れ
、
私
た

ち
も
も
っ
と
積
極
的
に
動
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
本
さ
ん
か
ら
は
、
長
い
経
験
の
中

で
処
理
し
て
こ
ら
れ
た
諸
問
題
へ
の
取

り
組
み
や
今
も
技
能
実
習
生
の
上
に
降

り
か
か
っ
て
い
る
諸
問
題
の
処
理
方
法

に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
頂
き
大
変
役

立
ち
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
こ
の
会
議
で
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
た
の
は
、
県
内
小
教
区
か
ら
沢
山

の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
宣
教

司
牧
者
評
議
委
員
会
を
通
し
て
小
教
区

の
担
当
者
の
名
前
を
依
頼
し
て
も
、

中
々
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
度

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
問

題
と
知
識
を
共
有
出
来
た
こ
と
は
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
役
立
つ
と
確
信
し
ま
し

た
。

　

ビ
ス
カ
ル
ド
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
交
え

て
の
「
や
る
気
、
勇
気
、
神
頼
み
」
、

岩
本
さ
ん
が
経
験
か
ら
会
得
さ
れ
た

声
掛
け
運
動
「
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て

い
る
か
、
働
い
て
い
る
か
、
給
与
は

も
ら
っ
て
い
る
か
、
逃
げ
た
ら
だ
め

よ
、
逃
げ
て
良
く
な
る
こ
と
は
な
い

よ
、
途
中
で
辞
め
た
ら
だ
め
よ
」
等

を
、
実
習
生
や
留
学
生
の
顔
を
見
た

ら
積
極
的
に
話
し
か
け
よ
う
と
言
わ

れ
た
こ
と
も
、
大
切
な
事
と
納
得
し

ま
し
た
。
問
題
を
抱
え
た
時
に
、
本

人
は
見
も
知
ら
ぬ
人
に
は
決
し
て
相

談
を
し
ま
せ
ん
。

　

私
の
三
十
年
の
海
外
生
活
経
験
で

も
、
教
会
で
顔
を
合
わ
せ
た
だ
け
で

は
決
し
て
相
談
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
習
生
で
も
同
じ
で
、
問
題
が

あ
っ
た
時
に
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
付
き
合
い

が
大
切
で
す
。
岩
本
さ
ん
の
声
掛
け

運
動
は
こ
の
基
礎
を
作
っ
て
お
け
と

言
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
五
年

間
のJ-CaRM

の
経
験
で
も
、
相
談

を
受
け
た
問
題
で
自
分
が
処
理
出
来

た
こ
と
は
僅
か
で
す
。
全
く
対
応
出

来
な
い
問
題
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
荻
神
父
様
の
下
にJ-CaRM

広
島
が
あ
り
、
小
松
さ
ん
の
よ
う
労

働
問
題
処
理
に
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
お

ら
れ
る
の
で
、
今
回
の
勉
強
会
は

「
自
分
で
出
来
な
い
問
題
が
発
生
し

た
時
は
で
も
、
時
間
を
失
わ
ず
直
ぐ

連
絡
を
し
て
、
チ
ー
ム
の
力
で
対
応

し
よ
う
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
が
出

来
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
実
り
あ
る

も
の
に
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

技
能
実
習
生
制
度
と
は
何
か
、
現

在
は
ど
の
よ
う
な
契
約
・
規
約
が

あ
り
稼
働
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
知
識
の
必
要
性
を
感
じ
、
二

月
十
四
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
福
岡
で
開
い
た

「
管
理
責
任
者
等
」
の
講
習
会
に

参
加
し
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
応
の
資
格
も
習
得
し
ま
し
た
。

ま
た
問
題
が
発
生
し
た
時
に
関
係

す
る
関
係
先
の
防
府
市
役
所
（
市

民
課
窓
口
五
又
は
十
一
）
、
防
府

警
察
署
（
外
国
人
担
当
窓
口
は
無

い
が
、
用
件
を
話
し
た
ら
担
当

者
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
）
、
広
島
入
国
管
理
局
周
南
出

張
所
に
行
き
、
私
た
ち
の
活
動
を

説
明
し
、
「
何
か
あ
っ
た
ら
私
た

ち
に
も
連
絡
い
た
だ
き
た
い
」
と

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
積
極
的
な
対
応
を
受
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
か
ら

は
、
非
常
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
）
の
提
示
を
受
け
ま

し
た
。
山
口
県
庁
が
作
成
し
、
無

料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
早
速
日
頃
話
を
し
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
の
実
習
生
に
ミ
サ
後
見

せ
、
市
役
所
へ
取
り
に
行
く
よ
う

話
し
か
け
ま
し
た
。
彼
が
翌
週
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
手
に
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
（
地
区
便
り
六
ペ
ー
ジ
に
も

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

広
島
司
教
区

災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

倉
敷
市
真
備
地
区
と
三
原

市
船
木
地
区
の
支
援

　

二
〇
一
九
年
も
西
日
本
豪
雨

被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
活
動
か

ら
二
つ
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
広
島
・
山
口
の
小

教
区
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
真
備
町
の
箭や

た田
幼
稚
園

卒
園
児
た
ち
に
、
手
作
り
の

入
学
セ
ッ
ト
（
レ
ッ
ス
ン

バ
ッ
グ
な
ど
約
五
十
セ
ッ

ト
）
を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
く
じ
引

き
を
し
て
、
好
み
の
セ
ッ
ト

を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
原
田
神
父
と
信
徒

有
志
（
福
山
教
会
、
祇
園

教
会
、
幟
町
教
会
、
下
松
教

会
）
は
三
原
市
本
郷
町
の
船
木

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

花
壇
に
花
や
野
菜
の
苗
を
植
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ

り
ま
し
た
。
初
め
て
訪
問
し
た

信
徒
も
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
被
災
状
況
の
説
明
も
受
け

ま
し
た
。
そ
の
他
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。

聖書通読・写経キャンペーン
完了者紹介

通読を完了された方
第0003号 
　山神一高様（玉島教会）
第0004号 
　内海ひろゑ様（幟町教会）
2018年から開催中の通読・写経キャン
ペーンに皆さんもご参加ください。

真剣な顔でレッスンバッグを選ぶ卒園児たち

花壇作りの様子
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地
区
便
り

山
口
島
根
地
区

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

～
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
来
日
記

念
行
事

　

山
口
島
根
地
区
の
正
義
と
平

和
協
議
会
は
、
三
月
二
十
四
日

（
日
）
防
府
教
会
に
お
い
て
平

和
ア
ピ
ー
ル1981

の
集
い
を

持
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
開
か
れ

た
教
会
へ
～
滞
日
外
国
人
の
隣

人
と
な
る
」
で
、
最
近
、
各
教

会
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
技
能
実
習

生
が
増
え
て
い
る
と
い
う
現
状

を
踏
ま
え
て
の
こ
と
。
参
加
者

が
八
十
四
名
も
あ
り
、
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
。

　

講
師
に
大
阪
教
区
シ
ナ
ピ
ス

事
務
局
の
ビ
ス
カ
ル
ド
篤
子
さ

ん
と
外
国
人
技
能
実
習
生
権
利

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
九
州
の
岩
本

光
弘
さ
ん
を
お
招
き
し
、
具
体

的
な
実
践
を
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
滞
日
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
が

私
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は

あ
る
の
だ
と
、
勇
気
づ
け
ら
れ

た
一
日
だ
っ
た
。
今
後
、
新
た

な
活
動
が
各
小
教
区
に
お
い
て

始
ま
る
と
い
う
期
待
に
胸
が
膨

ら
む
。

　

朴
孝
鎮
神
父
様
は
じ
め
防
府

教
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
で

す
。

＊
災
害
支
援
は
続
け
て
・
・
・

　

二
月
十
一
日
（
月
）
十
二
時

か
ら
真
備
服
部
地
区
住
民
の
集

い
の
会
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災

し
地
区
を
離
れ
て
い
る
方
や

残
っ
て
い
る
方
が
顔
を
合
わ
せ

て
近
況
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。
玉
島
教
会
で
は
お
で
ん
の

炊
き
出
し
、
配
送
、
配
膳
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
雪
が
積
も
る

お
天
気
の
中
多
く
の
方
が
集

ま
り
お
で
ん
は
す
ぐ
に
完
食
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
観
音

町
教
会
、
東
広
島
教
会
と
福

山
暁
の
星
の
中
学
校
、
高
等

学
校
、
シ
ス
タ
ー
か
ら
の
支

援
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

倉
敷
、
水
島
、
玉
島
教
会
で

は
メ
ン
バ
ー
十
名
程
で
毎
週

木
曜
日
、
羽
黒
神
社
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

に
炊
き
出
し
を
続
け
て
い
ま

す
。
真
備
に
移
転
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
作
業

場
所
ま
で
の
送
迎
を
毎
日
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
災
害

地
へ
の
支
援
活
動
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

＊
第
三
十
六
回
「
広
島
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
者
祈
年
祭
」

　

本
年
で
三
十
六
回
目
を
迎
え

た
「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

者
祈
年
祭
」
が
二
月
十
一
日

（
月
・
祝
日
）
、
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
九
時
三
十
分

よ
り
、
己
斐
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
学
園
入
口
に
建
立
さ
れ
て

岡
山
鳥
取
地
区

左から、全体会の進行をする中井神父と
講師の岩本さん、ビスカルドさん

本日のメニューはおでん

52

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

い
つ
か
芽
を
出
せ　

神
様
の
愛

　

月
に
一
度
く
ら
い
の
頻
度
で
、
海

峡
を
渡
っ
て
あ
る
幼
稚
園
に
行
き
ま

す
。
年
長
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
「
か

み
さ
ま
の
お
は
な
し
」
の
時
間
を
過

ご
す
た
め
で
す
。

　

先
日
担
当
の
先
生
か
ら
卒
園
児
た

ち
の
塗
り
絵
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

し
た
。「
か
み
さ
ま
の
こ
と
お
し
え

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
か
み
さ

ま
の
て
の
ひ
ら
の
お
う
た
お
し
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
ギ
タ
ー
か
っ

こ
よ
か
っ
た
よ
」「
み
え
る
も
の
と

み
え
な
い
も
の
を
お
し
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
…
。

　

そ
う
、
こ
の
小
さ
い
け
れ
ど
純
真

で
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
ト
ト
ロ
の

よ
う
に
大
人
に
は
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
何
か
が
見
え
て
い
る
、
こ

の
よ
う
な
す
て
き
な
君
た
ち
の
心
の

中
に
、
神
様
の
愛
の
種
を
蒔
き
続
け

た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
生
懸

命
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
上
か
ら

す
で
に
始
ま
る
神
の
国
に
、
君
た
ち

の
た
め
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と
を
覚

え
て
い
て
欲
し
い
の
で
す
。
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
て
苦
し
ん
だ
り
、
悲

し
ん
だ
り
、
誰
か
を
好
き
に
な
っ
た

り
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
た
ま
ら
な
く

な
っ
た
頃
に
、
蒔
か
れ
た
種
が
芽

を
出
し
て
大
人
の
君
が
も
う
一

度
神
様
と
出
会
え
ま
す
よ
う
に
。

「
か
み
さ
ま
の
て
の
ひ
ら
に
わ
た

し
の
な
ま
え
が
書
い
て
あ
る
。
か

み
さ
ま
の
手
の
ひ
ら
に
み
ん
な
の

な
ま
え
が
あ
る
。
か
み
さ
ま
の
手

の
ひ
ら
は
ど
こ
ま
で
も
広
く
深
い

か
ら
、
だ
れ
だ
っ
て
必
ず
そ
こ
に

は
居
場
所
が
あ
る
」
っ
て
一
緒
に

歌
っ
た
歌
が
、
心
の
深
み
に
根
を

張
り
ま
す
よ
う
に
。

　

十
四
年
後
君
た
ち
が
大
人
に
な

る
頃
、
ど
ん
な
日
本
、
ど
ん
な
世

界
を
わ
た
し
た
ち
今
の
大
人
は
用

意
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
少
し
で

も
美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
、
平
和

で
、
互
い
を
心
に
か
け
合
え
る
、

そ
ん
な
平
和
の
家
に
あ
な
た
た
ち

を
招
待
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
世
界
平
和
記
念
聖
堂

を
訪
れ
、
そ
こ
で
祈
っ
た
わ
た
し

に
は
そ
の
責
任
が
あ
る
の
だ
か

ら
。

　
「
み
え
る
も
の
と
み
え
な
い
も

の
を
お
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
書
い
て
く
れ
た
君
、
見
え

な
い
も
の
を
見
る
心
が
、
い
つ
か

あ
な
た
を
復
活
の
主
と
の
出
会
い

に
導
き
ま
す
よ
う
に
。

　

主
は
ま
こ
と
に
復
活
さ
れ
ま

す
。
ア
レ
ル
ヤ
！（

Sr.
山
本
紀
久
代
）

広
島
地
区
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い
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
之

碑
」
前
で
、
白
浜
満
司
教
様
を

は
じ
め
三
名
の
司
祭
が
参
列
さ

れ
、
「‶

広
島
キ
リ
シ
タ
ン

殉
教
者
の
碑
″
の
歌
（
三
上
夕

子
作
詞
・
作
曲
）
と‶

広
島

キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
の
列
聖
を

求
め
る
祈
り
″
」
を
捧
げ
ま
し

た
。
近
郊
の
各
小
教
区
よ
り
信

徒
・
修
道
者
約
八
十
名
が
祈
り

に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
司
教
様
を
は
じ
め
全
員
で

約
十
五
分
の
観
音
町
教
会
ま
で

徒
歩
巡
礼
し
ま
し
た
。

　

十
時
十
五
分
よ
り
観
音
町
教

会
聖
堂
で
約
百
五
十
名
の
方
々

が
参
列
さ
れ
「
第
三
十
六
回
広

島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
祈
念

ミ
サ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
司
式
は
白
浜
司
教
様
で
司

祭
団
は
八
名
、
祭
壇
の
前
に

は
広
島
の
三
人
の
福
者
（
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
遠
山
甚
太
郎
、

マ
チ
ア
ス
庄
原
市
左
衛
門
、

ヨ
ア
キ
ム
九
郎
右
衛
門
）
の

額
入
り
切
り
絵
が
掲
示
さ
れ

ま
し
た
。　

　

ミ
サ
後
の
講
話
で
白
浜
司

教
様
は
、
三
点
を
中
心
に
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
①
津
和

野
の
証
し
人
三
十
七
名
の
列

福
調
査
開
始
許
可
の
申
請
が

バ
チ
カ
ン
で
正
式
に
受
理
さ

れ
た
旨
を
報
告
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
、
広
島
教
区
の
責
任
の

も
と
に
福
聖
調
査
を
開
始
す

る
が
、
最
短
で
も
五
年
は

か
か
る
見
通
し
で
あ
る
こ

と
。
②
広
島
の
殉
教
者
三

名
の
列
聖
に
む
け
て
。
彼

ら
の
生
き
方
に
学
び
、
そ

の
精
神
を
現
代
に
生
か
そ

う
と
し
て
い
る
人
々
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
と
、
彼

ら
の
取
り
次
ぎ
を
願
っ
て

少
な
く
と
も
、
ひ
と
つ
の

奇
跡
（
し
る
し
）
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
広
島
の
三
名
の
殉
教

者
の
取
り
次
ぎ
を
願
っ
て

祈
る
こ
と
。
も
し
何
か
し
る

し
が
あ
っ
た
ら
広
島
教
区
事

務
局
に
連
絡
す
る
こ
と
。
③

現
代
に
お
け
る
聖
人
の
三
つ

の
区
分
、
(1)
証
聖
者 

(2)
殉
教

者 

(3)
愛
の
為
に
命
を
さ
さ
げ

た
者
。
そ
し
て
、
現
代
の
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ

ら
三
つ
の
生
き
方
に
通
じ
る

小
道
に
つ
い
て
、
イ
エ
ス
の

こ
と
ば
（
マ
タ
イ
16
、
24
―

25
）
を
引
用
し
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
信
徒
会
館
（
ヨ

ゼ
フ
館
）
に
移
動
し
、
お
茶

と
軽
食
を
と
り
な
が
ら
、
参

加
各
小
教
区
の
紹
介
を
し
、

楽
し
く
分
か
ち
合
い
を
し
て

午
後
一
時
終
了
し
ま
し
た
。

広島市西区己斐にあるキリシタン殉教碑の前で

広
島
教
区
一
粒
会

　
　
　

神
学
科
一
年 

伊
藤 

正
広 

神
学
生

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
神
学

生
の
ヨ
ゼ
フ
伊
藤
正
広
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
広
島
市
の
翠
町

教
会
で
す
。
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
、
東
京
の
神
学
院
に
て
二

年
間
の
哲
学
科
の
勉
強
を
終

え
、
こ
の
四
月
よ
り
神
学
科
に

入
り
ま
し
た
。
広
島
教
区
の
皆

様
に
は
、
未
熟
な
私
を
い
つ
も

忍
耐
強
く
見
守
っ
て
下
さ
り
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
学
生
に
な
り
、
人
か
ら

「
ど
う
し
て
神
父
を
目
指
し
た

の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
「
様
々
な
方
々

と
の
出
会
い
に
導
か
れ
て
召
命

を
感
じ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
」
と
お
決
ま
り
の
返
事
ば
か

り
し
て
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命

考
え
て
も
心
の
中
に
は
自
分
に

も
説
明
で
き
な
い
神
秘
の
部
分

が
ど
う
し
て
も
残
り
ま
す
。
た

だ
確
か
だ
と
思
え
る
の
は
、
た

と
え
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も

キ
リ
ス
ト
の
愛
に
こ
そ
人
生
の

答
え
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
事

で
す
。
私
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

と
の
最
初
の
出
会
い
は
十
代
の

時
で
、
幟
町
教
会
内
に
あ
る
パ

ウ
ロ
書
院
で
し
た
。
シ
ス
タ
ー

の
皆
様
の
雰
囲
気
に
何
か
強
い

印
象
を
感
じ
た
事
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
心

の
渇
き
が
癒
さ
れ
る
よ
う
な
感

覚
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の

後
、
偶
然
の
出
会
い
や
出
来
事

の
連
続
に
よ
っ
て
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
要

す
る
に
こ
れ
が
神
の
導
き
と
言

え
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

最
近
、
家
庭
や
社
会
の
中

で
、
祈
る
風
景
が
ど
ん
ど
ん
無

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。
「
主
の
死

を
思
い
、
復
活
を
た
た
え
よ

う
、
主
が
来
ら
れ
る
ま
で
」
こ

の
よ
う
な
時
代
の
中
で
こ
そ
、

あ
ら
ゆ
る
絶
望
に
打
ち
勝
つ
キ

リ
ス
ト
の
ご
復
活
に
絶
え
ず
希

望
を
置
き
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
運
べ
た

ら
幸
い
で
す
。
ど
う
か
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

殉教祈念ミサの様子
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青
少
年
の
活
動

　

「
人
の
優
し
さ
と
い
う
粒
を
受
け
て
、

私
の
召
命
が
生
ま
れ
た
」

　
　
　
　
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学 
専
任
講
師

　
　
　
　
　
イ
エ
ズ
ス
会

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ン
ト
神
父

〈100〉

　

私
は
一
九
七
六
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
の
中
部
に
生
ま

れ
、
プ
ル
ハ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
名

前
を
頂
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ワ
人
の

習
慣
で
一
つ
の
名
前
し
か
得
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
幼
児
洗
礼
の
時
に

フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ザ
ヴ
ェ
リ
ウ

ス
（
ザ
ビ
エ
ル
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
）
と
い
う
霊
名
に
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
普
段
の
生
活
で
は
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ア
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
召
命
は
他
人
の
優
し
さ
と
い

う
粒
を
受
け
て
成
長
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
は
神
様
の
贈
物
で
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
小
学
校
四
年
生
の

時
、
侍
者
の
集
い
を
世
話
す
る
イ
エ

ズ
ス
会
の
ブ
ラ
ザ
ー
と
出
会
い
ま
し

た
。
こ
の
ブ
ラ
ザ
ー
の
心
優
し
さ
と

寛
大
さ
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
父
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
を

卒
業
す
る
二
か
月
前
に
、
両
親
か
ら

許
可
を
得
て
、
小
神
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。
こ
の
小
神
学
校
で
養
成
さ

れ
て
い
く
過
程
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
精

神
へ
の
憧
れ
が
芽
生
え
、
イ
エ
ズ
ス

会
に
入
会
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し

た
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
て
か
ら
、

今
年
は
二
十
五
年
目
で
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
修
練
期
と
哲
学
の
勉
強
を

終
え
た
後
、
私
は
二
〇
〇
〇
年
九
月

に
宣
教
師
と
し
て
、
日
本
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
日
本
語
の
勉

強
、
中
間
期
、
神
学
の
勉
強
な
ど
の

日
本
管
区
イ
エ
ズ
ス
会
の
養
成
を
受

け
て
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
司
祭
叙

階
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ス

ラ
ー
ム
研
究
と
い
う
新
し
い
任
命
を

果
た
す
た
め
に
、
エ
ジ
プ
ト
で
ア
ラ

ビ
ア
語
と
イ
ス
ラ
ー
ム
歴
史
を
研
究

し
た
以
降
、
日
本
に
戻
り
、
上
智
大

学
で
博
士
後
期
課
程
の
資
格
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
、
私
は
エ

リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
で
専
任
講
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教

と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
文
化
を
教
え
て

い
る
他
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
室
長
と
し
て
、
勉
強
会
な
ど
と

い
う
方
法
で
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
を
学

生
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
人
生
課
題
は
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
を

通
し
て
、
日
本
社
会
を
は
じ
め
、
東

南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
よ
り
良
い
イ

ス
ラ
ー
ム
教
と
の
宗
教
対
話
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

二
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
一
宮

校
舎
（
岡
山
県
岡
山
市
）
に
て
、
第

三
十
六
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
in
広
島
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

約
一
四
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
、

Ｎ
Ｗ
Ｍ
）
と
は
、
情
報
交
換
と
交
流

を
目
的
と
し
て
年
二
回
、
教
区
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
い
っ
て
か
え

り
ぃ
」
の
も
と
、
広
島
教
区
の
青
年

達
で
一
年
間
か
け
て
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
代
表
を
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
私
の
実
家
が
「
お
花
屋

さ
ん
」
だ
か
ら
か
、
お
花
が
大
好
き

と
い
う
私
の
一
つ
の
思
い
か
ら
、

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
、
祈
り
、
わ
か
ち
あ
い
と
、

ど
ん
ど
ん
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
テ
ー
マ
に
は
、
神
様
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
こ
と
が
大
好
き
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し

か
咲
か
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ス
テ

キ
な
花
（
心
）
が
あ
り
、
そ
の
花
は

必
ず
咲
く
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、

ま
た
相
手
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
け
る
人
が
増
え
た
ら
、
神
様
の
望

ま
れ
る
き
っ
と
温
か
な
世
界
が
、
ス

テ
キ
な
花
束
が
い
つ
か
作
ら
れ
る
は

ず
…
そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
喜
び
に
満
ち

た
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ

Ｎ
Ｗ
Ｍ
は
青
年
に
と
っ
て
、
戻
っ
て

く
る
場
所
で
あ
り
、
派
遣
さ
れ
て
い

く
場
所
で
す
。
小
さ
い
集
ま
り
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
し
て
同
じ

信
仰
を
持
つ
私
た
ち
青
年
が
「
集
ま

る
こ
と
」
に
意
味
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
と

出
会
う
こ
と
で
、
み
ん
な
の
心
の
花

が
喜
び
に
満
た
さ
れ
、
「
出
会
い
の

花
」
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
咲
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
準
備
す
る
に
あ
た

り
、
広
島
教
区
で
の
Ｎ
Ｗ
Ｍ
開
催
は

七
年
ぶ
り
で
し
た
。
青
年
も
新
し
く

入
れ
替
わ
り
、
全
国
の
青
年
を
迎
え

る
こ
と
が
初
め
て
で
若
手
の
青
年
達

は
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｗ
Ｍ
を
通
し
て
、
大
勢
の
青
年
と

関
わ
る
こ
と
で
刺
激
を
受
け
合
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
小
教
区
で
の
青

年
活
動
、
広
島
教
区
内
で
の
青
年
活

動
を
す
る
活
力
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
自
身
、

四
年
前
に
初
め
て
参
加
し
て
以
来
、

憧
れ
の
場
所
で
あ
り
、
青
年
活
動
の

原
点
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
青
年
の
た
め
に
い
つ
も
ご

理
解
と
、
お
祈
り
く
だ
さ
り
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
広
島
教
区
の
信
徒
の
皆

様
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た
ち

は
活
動
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
私
た
ち
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ

さ
い
。（

実
行
委
員
長　

中
塚
汐
音
）

　

復
活
祭
を
迎
え
、
気
持
ち
は

一
新
し
た
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト

の
み
心
に
か
な
う
よ
う
行
動
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
自

問
自
答
し
て
い
る
。
新
し
い
元

号
も
間
近
に
せ
ま
り
、
心
揺
ら

ぐ
毎
日
で
あ
る
。
（
ぎ
ん
）

参加者全員での集合写真


